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役
の
協
力
の
成
果
と
言
え
ま
す
。 

年
末
か
ら
は
「
令
和
５
年
度
の
総
会
、

防
衛
講
演
会
及
び
懇
親
会
」
の
実
施
に
向

け
て
の
活
動
開
始
と
な
り
ま
す
が
、
理
事

役
会
の
総
力
を
挙
げ
て
対
応
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
、
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
１
年
、
支
部
相
談
役
、

名
誉
顧
問
そ
し
て
顧
問
の
皆
さ
ん
方
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
上
述
の
諸
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
来
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

来
年
こ
そ
丸
３
年
続
い
て
お
り
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
願
い
つ
つ
、
会
員
皆

様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
良
き
新
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

國
松
誠
の
履
歴
書 

 
 
 
 
 
 

特
別
会
員 

國
松 

誠 
私
は
、
昭
和
３
６
年
福
岡
県
福
岡
市
で

生
ま
れ
ま
し
た
。 

國
松
と
い
う
の
は
、
母
方
の
姓
で
父
は

婿
養
子
で
し
た
。
確
か
に
本
家
は
、
江
戸

時
代
以
前
か
ら
続
く
（
元
禄
年
間
に
菩
提

寺
が
火
災
に
あ
い
、
過
去
帳
が
焼
失
し

た
）
商
家
で
し
た
が
、
私
の
生
家
は
分
家

の
分
家
と
い
う
感
じ
で
財
産
と
い
え
ば

５
０
坪
程
度
の
家
だ
け
で
し
た
。 

父
は
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
の
国
家
公
務
員

（
法
務
局
）
で
、
私
が
小
学
校
４
年
生
の

時
に
転
勤
で
藤
沢
市
へ
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。 

父
と
の
会
話
は
い
つ
も
博
多
弁
で
し

た
。
転
校
し
て
き
た
と
き
に
は
、
訛
り
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強
か
っ
た
よ
う
で
、
言
葉
が
理
解
し
て
も

ら
え
ず
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
母

親
は
、
間
も
な
く
癌
を
発
病
し
、
５
年
の

闘
病
生
活
の
の
ち
私
が
、
中
学
３
年
の
時

に
４
３
歳
で
他
界
し
ま
し
た
。
親
戚
も
知

人
も
な
く
、
私
は
今
で
い
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
で
し
た
。 

政
治
家
に
な
る
き
っ
か
け
は
、
私
が
日

大
在
学
中
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
、
さ
い

た
ま
市
長
の
清
水
勇
人
君
と
の
出
会
い

が
、
今
日
の
政
治
家
人
生
の
始
ま
り
で
し

た
。
彼
に
感
化
さ
れ
た
私
は
新
た
な
出
会

い
を
求
め
て
、
再
受
験
を
し
、
明
治
大
学

へ
進
学
い
た
し
ま
し
た
。
雄
辯
部
や
自
民

党
学
生
部
に
所
属
し
て
政
治
へ
の
道
を

歩
み
始
め
ま
し
た
。
出
会
い
を
大
切
に
す

る
こ
と
。
人
を
裏
切
ら
な
い
こ
と
。
こ
の

こ
と
を
心
に
刻
み
な
が
ら
今
日
ま
で
来

ま
し
た
。 

私
が
、
思
う
政
治
家
像
。
そ
れ
は
、
私

の
ふ
る
さ
と
福
岡
で
近
代
日
本
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
玄
洋
社
の
代
表
的

な
人
物
、
中
野
正
剛
先
生
で
あ
り
ま
す
。

東
条
英
機
に
よ
る
政
治
弾
圧
で
二
人
の

秘
書
を
前
に
割
腹
自
殺
さ
れ
ま
し
た
。
政

治
家
は
思
想
の
た
め
に
生
き
、
死
を
も
っ

て
抗
議
す
る
。「
政
治
ば
す
る
と
な
ら
、

民
の
為
に
命
ば
か
け
な
」
こ
れ
は
私
の
雄

辯
部
同
期
の
福
岡
出
身
の
友
人
が
、
卒
業

時
に
送
っ
て
く
れ
た
言
葉
で
す
。 

 

も
う
一
人
は
、
田
中
角
栄
先
生
で
す
。

「
戦
争
を
知
ら
な
い
人
間
が
日
本
の
中

核
を
占
め
た
と
き
怖
い
こ
と
に
な
る
」
こ

れ
は
田
中
先
生
の
言
葉
で
す
。
戦
後
の
日

本
を
牽
引
し
、
今
日
の
自
民
党
の
礎
を
築

き
上
げ
た
政
治
家
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

約
１
０
０
年
前
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
パ 

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
あ
と
起
き
た
第
二
次
世

界
大
戦
。
そ
の
愚
か
な
歴
史
の
再
現
は
必

ず
避
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

皆
様
の
お
支
え
に
よ
り
、
市
議
４
期
１

６
年
、
県
議
４
期
１
６
年
の
議
員
生
活
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
大
変
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
更
な
る
精
進
を
重

ね
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
『
第
４
４
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ

り
２
０
２
３
』
へ
の
湘
南
支
部
協
賛
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

「
第
４
４
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ

り
２
０
２
３
」 

「
第
４
４
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま

つ
り
２
０
２
３
」
は
、
「
２
０
２
０
」
、

「
２
０
２
１
」
及
び
「
２
０
２
２
」
が
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と
な

っ
た
た
め
、
４
年
振
り
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

ご
承
知
の
通
り
本
音
楽
ま
つ
り
は
、
神

奈
川
県
内
か
ら
、
難
関
を
突
破
し
て
令
和

５
年
度
陸
・
海
・
空
各
自
衛
隊
に
入
隊
の

予
定
者
及
び
防
衛
大
学
校
、
各
自
衛
隊
一

般
幹
部
候
補
生
学
校
を
は
じ
め
各
種
の

学
校
へ
入
校
予
定
者
の
お
祝
い
と
激
励

の
場
で
あ
り
、
主
催
は
「
自
衛
隊
神
奈
川

地
方
協
力
本
部
支
援
団
体
協
議
会
」
で
あ

り
、
本
協
議
会
は
次
の
４
団
体
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。 

「
神
奈
川
防
衛
協
会
」
、
「
公
益
社
団

法
人 

神
奈
川
県
隊
友
会 

」
、
「
公
益
社

団
法
人
神
奈
川
県
自
衛
隊
家
族
会 

」
及

び
「
自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部 

募

集
相
談
員
会
」 

 

 

[
 

こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て ]

 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

令
和
４
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
は
未
だ

に
不
透
明
で
あ
り
支
部
活
動
に
も
当
然

影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
令
和
４
年
支

部
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
次
の

様
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

・
４
月
９
日
「
令
和
４
年
度
支
部
総
会
」

は
書
面
審
議
に
変
更
、
「
防
衛
講
演
会
」

は
中
止 

・
６
月
１
８
日
「
史
跡
研
修
」（
大
磯
、

二
宮
方
面
）
参
加
者
７
名 

・
８
月
２
７
日
「
平
塚
市
総
合
防
災
訓
練

の
防
災
フ
ェ
ア
に
参
加
」
参
加
者
５
名 

・
９
月
２
９
日
「
部
隊
研
修
」（
防
衛
省

市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
）
参
加
者
１
７
名 

・
１
０
月
１
５
日
「
湘
南
、
西
湘
支
部
共

催 

安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」
（
会

場
：
藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク
）
参
加

者
３
０
名 

・
１
０
月
～
１
１
月
「
神
奈
川
自
衛
隊
音

楽
ま
つ
り
協
賛
活
動
」
担
当
者
１
０
名 

・
毎
月
の
「
隊
友
新
聞
及
び
湘
南
支
部
ニ

ュ
ー
ス
の
発
送
作
業
」
（
作
業
場
所
：
神

奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所

内
）
参
加
者
毎
回
平
均
５
名 

・
毎
月
の
「
湘
南
支
部
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集

作
業
」
１
２
月
で
Ｎ
ｏ
．
２
３
０
号
を
発

刊 

担
当
者
２
名 

・
年
間
１
１
回
計
画
の
「
支
部
理
事
役
会
」

（
場
所
：
藤
沢
市
役
所
内
会
議
室
）
１
２

月
ま
で
に
８
回
開
催 

 

以
上
の
よ
う
に
幸
い
に
も
コ
ロ
ナ
感

染
者
を
１
名
も
出
す
こ
と
な
く
実
施
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
各
担
当
主
任
理
事
役

の
努
力
の
賜
で
あ
り
、
全
理
事
役
、
監
事 
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 過
去
に
、
防
災
管
理
は
自
然
災
害
・
特
殊

災
害
の
観
点
で
の
企
業
の
自
社
管
理
と
お
伝

え
し
ま
し
た
。
内
容
は
災
害
等
発
生
時
の
避

難
通
路
の
維
持
や
転
倒
防
止
対
策
、
非
常
物

資
等
の
常
備
、
自
衛
消
防
組
織
・
訓
練
な
ど

で
す
。 

そ
の
中
で
、
特
殊
災
害
は
大
規
模
テ
ロ
・

武
力
攻
撃
・
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
発
生
時
の
活
動
計

画
で
あ
り
、
疑
わ
し
い
事
案
が
発
生
し
た
場

合
の
警
察
等
関
係
機
関
へ
の
通
報
や
避
難
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
な
ど
警
報

が
発
令
さ
れ
た
際
は
、
行
政
機
関
か
ら
の
指

示
が
あ
る
ま
で
は
屋
内
へ
の
避
難
が
原
則
と

な
り
ま
す
。
個
人
に
お
い
て
も
非
常
時
の
家

族
と
の
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
の
検
討
な
ど

日
ご
ろ
か
ら
意
識
づ
け
し
て
お
く
事
を
お
勧

め
し
ま
す
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
４
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
十
二
月
十
二
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

正
会
員 

常
光
康
弘
、
大
柿
靖
彦
、 

実
施
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。 

１ 

日 

時 

：
令
和
５
年
３
月
５
日
（
日
）

１
４
時
４
５
分
開
演
予
定 

２ 
会 
場 

：
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル 

（
横
浜
市
中
区
山
下
町 

山
下
公
園
の
近
傍
） 

３ 

出
演
予
定
：
海
自
横
須
賀
音
楽
隊 

 

陸
自
第
１
音
楽
隊 

陸
自
高
等
工
科
学
校 

ド
リ
ル
部
・
和
太
鼓
部 

横
浜
市
立
本
郷
中
学
校 

吹
奏
楽
部 

ピ
ア
ニ
ス
ト
岩
下
淳
子 

「
湘
南
支
部
協
賛
結
果
」 

こ
の
音
楽
ま
つ
り
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
協
賛

い
た
だ
い
た
湘
南
支
部
会
員
は
７
０
名
の
多
数

に
上
り
、
前
回
３
年
前
の
５
９
名
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
ご

協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
協
賛
依
頼
時
に
ご
連
絡
し
て
お
り
ま
し

た
よ
う
に
、
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
お

名
前
は
次
の
３
枚
の
協
賛
激
励
の
広
告
と
し
て

音
楽
ま
つ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
ま
す

の
で
ご
報
告
を
兼
ね
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

皆
様
方
の
ご
協
力
は
、
音
楽
ま
つ
り
の
開
催

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
重

ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀
） 

  

編
集
後
記 

国
家
安
全
保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、

防
衛
力
整
備
計
画
の
安
保
３
文
書
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・01/14（土） 

 第９回支部理事役会 

・01/18（水） 

 １月隊友紙発送 

・02/18（土） 

 第 10 回支部理事役会 

・02/22（水） 

 ２月隊友紙発送 

・03/05（日） 

 神奈川自衛隊音楽まつり 

・03/11（土） 

 第 11 回支部理事役会 

・03/22（水） 

 ３月隊友紙発送 

                     

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

生
活
の
中
に
防
災 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

１
０
月
は
ち
が
さ
き
消
防
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
危
機
管
理
産
業
展
２
０
２
２
・
神
奈
川

県
ビ
ッ
ク
レ
ス
キ
ュ
ー
と
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
。
子
ど
も
の
参
加
も
多
く
み
ら
れ
防

災
に
興
味
を
持
つ
家
庭
が
増
え
た
の
で
は
な
い

か
。 危

機
管
理
産
業
展
で
は
と
あ
る
子
供
用
品
メ

ー
カ
ー
の
企
業
が
避
難
所
用
段
ボ
ー
ル
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
を
展
示
し
て
い
た
。
避
難
所
用
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
は
今
年
販
売
さ
れ
こ
の
企
業
し
か
製
造

し
て
お
ら
ず
、
筆
者
と
し
て
も
盲
点
で
あ
っ
た
。

新
生
児
を
連
れ
て
避
難
所
に
行
っ
た
は
い
い
が

ど
こ
で
寝
る
の
か
？
２
４
時
間
抱
え
る
の
は
困

難
、
床
に
寝
か
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
こ
の

よ
う
に
防
災
は
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
日
常
生

活
を
継
続
す
る
に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
が
必
要 

な
視
点
で
あ
る
。
子
ど
も
自
身
が
訴
え
る
こ

と
は
難
し
い
災
害
時
の
し
わ
寄
せ
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
。
避
難
所
に
も
子
ど
も
ス
ペ

ー
ス
（
年
齢
に
合
わ
せ
た
エ
リ
ア
分
け
や
多

少
の
お
も
ち
ゃ
や
図
書
館
の
活
用
）
も
要
検

討
で
あ
る
と
思
う
。 

 

災
害
時
要
配
慮
者
が
身
内
に
い
る
場
合
、

避
難
所
で
は
対
応
や
備
蓄
で
は
ほ
ぼ
間
違
い

な
く
不
十
分
に
な
る
の
で
普
段
か
ら
ア
レ
ル

ギ
ー
・
介
護
用
品
・
子
ど
も
用
品
・
持
病
で

必
要
な
物
を
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
し
普
段

か
ら
準
備
し
て
非
常
時
に
持
ち
出
せ
る
よ
う

準
備
が
必
要
。 

 

現
在
私
は
日
本
赤
十
字
社
の
在
宅
医
療
に

従
事
し
て
い
る
が
、
訪
問
看
護
・
介
護
が
訪

問
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か

考
え
て
準
備
し
て
い
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い

る
だ
ろ
う
か
？ 

い
ざ
と
い
う
時
日
常
生
活
を
継
続
す
る
た

め
に
ど
う
す
る
べ
き
か
家
族
・
親
戚
・
近
所
・

職
場
・
か
か
り
つ
け
医
・
ケ
ア
マ
ネ
な
ど
と

普
段
か
ら
話
し
合
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

災
害
弱
者
と
な
り
う
る
人
ほ
ど
検
討
し
て
お

か
な
い
と
日
常
生
活
が
継
続
で
き
な
く
な
る

リ
ス
ク
が
高
い
の
で
あ
る
。 

防
災
は
ど
う
し
た
ら
日
常
生
活
が
継
続
で

き
る
の
か
日
頃
か
ら
考
え
て
対
策
す
る
こ
と

に
尽
き
る
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
は
ま
ず
地
域
の

防
災
訓
練
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
か
、
子

ど
も
を
連
れ
て
行
っ
た
り
近
場
で
あ
れ
ば
車

椅
子
で
の
見
学
も
良
い
と
思
う
。
私
自
身
も

ほ
ぼ
災
害
時
要
配
慮
者
が
対
象
で
あ
る
在
宅

医
療
の
中
に
防
災
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
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